


　広報　おおさき　2

ニ
ア
ピ
ン

ニ
ア
ピ
ン

ド
ラ
コ
ン

Ｉ
Ｎ
ニ
ア
ピ
ン

ニ
ア
ピ
ン

ド
ラ
コ
ン

Ｏ
Ｕ
Ｔ

当　

日　

賞

レ
デ
ィ
ー
ス

グ
ロ
ス
３
位

グ
ロ
ス
２
位

グ
ロ
ス
１
位

10　
　
　

位

９　
　
　

位

８　
　
　

位

７　
　
　

位

６　
　
　

位

５　
　
　

位

４　
　
　

位

３　
　
　

位

準　

優　

勝

優　
　
　

勝

成　

績　

等

大　

迫　

知　

幸

有　

村　

裕　

二

救
仁
郷　

義　

達

下　

村　

俊　

郎

瀬
戸
口　

盛　

史

西　

丸　

洋　

平

吉　

國　

幸　

雄

藤　

岡　

里　

美

徳　

留　

秀　

人

横　

山　

桂　

一

有　

村　

裕　

二

吉　

國　

裕　

二

大　

迫　

知　

幸

浜　

田　

幸　

一

宮　

下　

義　

継

田　

畑　
　
　

隆

有　

村　

裕　

二

廣　

川　
　
　

徹

四　

本　

哲　

夫

長　

重　

充　

輝

柳　

原　

千　

秋

氏　
　

名

15
番
ホ
ー
ル

13
番
ホ
ー
ル

14
番
ホ
ー
ル

７
番
ホ
ー
ル

４
番
ホ
ー
ル

３
番
ホ
ー
ル

91 93 78 75 73 94 89 95 96 103 73 80 92 81 80
グ
ロ
ス

73 72.6 73.2 75 71.8 72.4 72.2 72.2 72 71.8 71.8 71.6 71.6 71.4 70.4
ネ
ッ
ト

　

今
年
で
12
回
目
と
な
る
大
崎
町
長

杯
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
５
月
18
日
㈰
、

大
隅
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

町
民
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
町
内
の
各
団
体
の
代
表
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
大
崎
町
長
杯
ゴ
ル

フ
大
会
実
行
委
員
会
に
よ
り
運
営
さ

れ
、
町
内
居
住
者
、
町
内
事
業
所
勤

務
者
お
よ
び
町
内
出
身
者
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
１
７
９

人
（
男
性
１
７
１
人
・
女
性
８
人
）

の
方
々
が
、
楽
し
く
の
び
の
び
と
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
に
は
、
は
る
ば
る
近

畿
大
崎
会
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
旧

友
と
懐
か
し
げ
に
プ
レ
ー
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

優
勝
を
は
じ
め
、
入
賞
や
飛
び
賞

な
ど
の
賞
品
に
は
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

一
等
寝
台
ペ
ア
券
や
地
元
企
業
の
産

品
も
な
ら
び
、
受
賞
者
た
ち
の
顔
も

ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

第12回　大崎町長杯ゴルフ大第12回　大崎町長杯ゴルフ大会会

▲優勝した柳原千秋さん（右）

▲賞品を手に満面の笑顔
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◎グラウンドゴルフ（団体の部） ◎ゲートボール

成 績 チ ー ム 名 打 数 成 績 チ ー ム 名 勝 敗 得失点差
優 勝 大崎サンダー２組 191 優 勝 大 崎 菱 田 ３勝０敗 +35
準 優 勝 文 化 通 り ２ 組 192 準 優 勝 佐 土 原 Ａ ２勝１敗 +19
第 ３ 位 正 坂 連 合 ４ 組 193 第 ３ 位 佐 土 原 Ｂ ２勝１敗 +14
第 ４ 位 福 岡 Ａ 195 第 ４ 位 仮 宿 上 ２勝１敗 +12

◎グラウンドゴルフ（個人の部）

成 績 氏　　　名 打 数
優 勝 郡 山 貞 雄 30
準 優 勝 濱 田 清 三 30
第 ３ 位 高 橋 寅 芳 31
第 ４ 位 濵 口 ヒ サ 子 32
◎ホールインワン賞………………121個

　

第
17
回
町
長
旗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
６

月
１
日
㈰
に
、
中
央
運
動
公
園
（
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
と
、
ふ
れ
あ
い

の
里
公
園
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
89
チ
ー
ム

（
４
４
５
人
）、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
14

チ
ー
ム
（
84
人
）
の
参
加
が
あ
り
、

真
剣
な
中
に
も
、
と
き
お
り
笑
顔
を

見
せ
な
が
ら
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
、
三
世

代
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
の
参
加
も
あ

り
、
家
族
団
ら
ん
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲選手宣誓

▲町長も一緒に…

▲よーくねらって！

▲みんなの視線を感じながら

▲お孫さんも一緒にプレー ▲入れ！止まれ！

第第
1717
回回

　
　

大
崎
町
長
旗

　
　

大
崎
町
長
旗

　
　
　
　

Ｇ
Ｇ
・
Ｇ
Ｂ
大
会

　
　
　
　

Ｇ
Ｇ
・
Ｇ
Ｂ
大
会



　広報　おおさき　4



5　広報　おおさき

公共下水道の整備区域（認可区域）を拡大しました
　大崎町の公共下水道は，平成19年度末で現
認可区域204ヘクタールのうち約159ヘクター
ルの区域が整備され，供用開始となりました。
　今後も引き続き，生活環境の整備と公共用
水域の水質保全に資することを目的として，
現認可区域に隣接した区域64ヘクタール（下
図青色部分）を新たに追加し，事業の効率的
な整備を図る計画です。
　下水道工事は，道路の中央付近を掘削し下
水管を施工することから，工事中はご迷惑を
おかけすることと思いますが，皆さまのご理
解とご協力をお願いします。

凡　　例

第２期計画（認可）まで

第３期計画（認可）
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　大崎町では，子育て中の母親の悩み解消や仲間づくり，乳幼児期の母と子のスキンシップな

どを目的として，毎週水曜日に保育士による『はっする広場』を開催しています。

　『はっする広場』で子育てを語り合ったり，ふれあい親子遊びを楽しんでみませんか。多く

の参加をお待ちしています。

　●開催日：毎週　水曜日　※検診時は，お休みのときがあります。『広報おおさき』の“町

のかれんだあ”をご覧ください。

　●時　間：午前９時30分～午前11時30分

　●場　所：大崎町保健センター

　●持ってくる物：飲み物（水分補給用）

　●連絡先：大崎町役場保健福祉課　健康増進係

　　　　　　Tel　476－1111（内線132）担当　松田

　

歯
や
口
の
〝
働
き
〞
と
は
何
で
し
ょ

う
？
い
つ
も
当
り
前
に
し
て
い
る
こ
と

を
問
わ
れ
る
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す

ね
。
し
か
し
、
良
く
考
え
て
み
る
と
、

単
に
食
べ
物
を
食
べ
る
た
め
で
は
な

く
、
話
す
こ
と
、
表
情
を
作
る
、
食
物

の
入
り
口
と
い
う
消
化
器
官
の
一
つ
で

あ
る
な
ど
、
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

何
を
食
べ
る
か
に
よ
っ
て
歯
の
形
は

違
っ
て
き
ま
す
。
草
食
系
は
平
ら
な
歯

を
、
肉
食
系
は
肉
を
引
き
裂
き
や
す
い

よ
う
に
、
と
が
っ
た
歯
を
持
っ
て
い
ま

す
。
人
間
は
雑
食
性
で
す
か
ら
、
か
み

切
る
歯
（
切せ
っ

歯し

・
前ま
え

歯ば

）、
引
き
裂
く

歯
（
犬け
ん

歯し

）、
か
み
砕
い
て
す
り
つ
ぶ

す
歯
（
臼き
ゅ
う

歯し

）
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
野
菜
・
肉
・
穀
類
と

あ
ら
ゆ
る
物
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

歯
は
隣
り
合
わ
せ
、
か
み
合
わ
せ
ど
う

し
で
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
歯

が
一
本
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と

が
起
こ
る
で
し
ょ
う
か
？
支
え
を
失
っ

た
左
右
の
歯
は
だ
ん
だ
ん
倒
れ
込
み
、

か
み
合
っ
て
い
た
歯
は
か
み
合
わ
せ
が

悪
い
た
め
に
伸
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

歯
一
本
の
こ
と
で
き
ち
ん
と
か
む
こ
と

が
で
き
ず
、
挙
句
の
果
て
に
は
全
体
の

歯
並
び
の
異
常
が
起
こ
り
、
身
体
の
バ

ラ
ン
ス
も
悪
く
な
り
ま
す
。（
歯
を
失
っ

た
場
合
、
早
目
の
処
置
が
必
要
に
な
り

ま
す
。）

　

歯
が
な
く
て
も
生
き
て
い
く
こ
と

は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
人
生
を
楽

し
く
有
意
義
に
過
ご
す
と
す
れ
ば
〝
健

康
に
生
き
る
〞
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
口
か
ら
食
べ
る
こ

と
…
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
点
滴
や
チ
ュ
ー
ブ

栄
養
で
鼻
か
ら
栄
養
を
摂
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
「
口
か
ら
食
べ
る
」、「
楽
し

く
語
ら
い
な
が
ら
食
べ
る
」
な
ど
、
日

常
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

失
っ
た
時
に
そ
の
大
切
さ
が
わ
か
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
な
る
前

に
一
本
で
も
多
く
の
歯
を
残
す
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
『
人
生

は
歯
の
よ
う
な
も
の
』
と
い
う
曲
が
あ

り
ま
す
。「
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ

る
の
を
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
、
あ
る
時
突
然
、
歯
も
壊
れ
始

め
る
。
人
生
も
同
じ
。
難
し
い
こ
と
に

出
く
わ
す
、
こ
の
時
に
な
っ
て
、
そ
の

大
切
さ
に
気
づ
く
。
そ
し
て
慌
て
て
救

お
う
と
試
み
る
。
元
通
り
に
す
る
こ
と

の
難
し
さ
に
た
め
息
を
つ
く
。
抜
か
ず

に
す
ま
す
に
は
苦
労
の
連
続
。
ま
る
で

人
生
の
よ
う
に
…
。」

　

今
日
か
ら
、
お
口
の
健
康
、
ち
ょ
っ

と
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
お
口
の
健
康
、

　

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
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『野方小児童がゴミ拾い！』
　５月９日㈮，野方小学校ではボランティア
の一環として，全校児童125人が学年ごとに
分かれて，小学校周辺と国道269号沿いのゴ
ミ拾いを行いました。ゴミを拾い終えて帰っ
て来た児童に話を聞くと「タバコの吸殻が多
く，臭くて拾うのが嫌でした。」と話してく
れました。
　また，“やましい気持ちを隠すため”か，
空き缶などが人目に付きにくい草むらの中
に落ちており，その『大人のずるさ』を子ど
も達は見つけ出し，拾い集めていました。５
年生担任の先生は「分ければ資源，捨てれば
ゴミなのですね。私たち大人が捨てたゴミを，子ども達はいつまで拾い続けなければならないので
しょうか。」と話されていました。

『ご自由にお使いください』
　５月２日㈮，大崎町役場野方支所に手作りの
『印鑑入れ』が寄贈されました。寄贈されたの
は橋本悦子さん（中村二区集落）。
　印鑑入れは野方支所の窓口のカウンターに置
いてあり，その横には“印鑑入れです。ご自由
にお使いください”という文字。手のひらサイ
ズの印鑑入れは可愛らしく，窓口に来られた
方々から小物入れとして大好評で，10日ぐらい
で全部なくなったそうです。なくなった後も，
「もう残っていないのですか？」という問い合
わせまでくるそうです。
　橋本さん，ありがとうございました。

『野方球友スポーツ少年団が九州大会出場！』
　４月26日・27日に，姶良球場で開催された『県
下学童軟式野球選手権大会』において，野方球
友スポーツ少年団が見事準優勝し，８月に熊本
県で開催される九州大会への出場権を獲得しま
した。現在，団員は13人。野村昭仁監督のもと
“笑いながら取り組む練習”を念頭に“楽しみ
ながら挑戦する野球”をモットーとして頑張っ
ています。育成会長の中津川輝人さんは「九州
大会では“ワン・フォア・オール，オール・フォ
ア・ワン”の精神で初戦突破に挑みたいと思い
ます。」と語られていました。
　九州大会での活躍を期待します。
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『町政座談会を実施しました！』
　５月14日㈬から30日㈮にかけて，大崎町７
地区で町政座談会を実施し，町内の地域住民
延べ194人の参加がありました。
　座談会では，長寿医療（後期高齢者医療）
制度や畑かん営農推進，市町村合併に関する
状況などが説明されました。それに対し住民
からは，日ごろ不安に思っていることや，こ
れからの大崎町をどのように考えているのか
など，数多くの意見交換や質疑応答がなされ
ました。
　これからの大崎町。ぜひ，地域住民と行政
が一体となり，誰もが“安心・安全で暮らせ
るまちづくり”ができるといいものです。

『大会参加料などの一部を寄付』
　４月20日㈰，あすぱる大崎で開催された『第
36回全日本きもの着付＆ヨガフェスティバル』
の参加料の一部が，大崎町社会福祉協議会へ寄
付されました。
　寄付をされたのは，日本和装学園大隅本校学
園長の溝口千恵子さん（中郷集落）で「福祉の
ために役立ててください。」と話されました。
　大会では，振袖の部で平野栄子さん（中沖東
集落）が優勝。また，戸床順子さん（横内集落）
が南日本新聞社賞を受賞されました。

『中沖小学生がヒラメの稚魚を放流！』
　５月14日㈬，柏原海岸で中沖小学校３・５年
生の児童19人がヒラメの稚魚を放流しました。
　これは，大崎町と東串良漁協が『つくり・育
てる』漁協の推進を目的に毎年行っているもの
で，今回は柏原小学校（東串良町）の３・４年
生40人も一緒に参加し，約7,000尾のヒラメの
稚魚を放流しました。
　ヒラメの稚魚が入ったバケツを片手に，波う
ちぎわに並んだ子ども達は，「せーの」と言う
掛け声とともにヒラメを放流。柏原海岸には子
ども達の楽しそうな声が響いていました。
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『春のクリーンアップキャンペーン！』
　毎年，春と秋の年２回実施されている『クリーンアップキャンペーン』の第一弾が５月11日㈰，
益丸海岸で実施され，町内外から約60人の参加がありました。
　これは，単にゴミを拾うだけでなく，
散乱するゴミの量や種類などの調査を
行い，発生原因を研究し，ゴミを元か
ら絶とうというものです。
　集まったゴミは，軽トラック２台分
にも達し，特に目立ったゴミは，ペッ
トボトルや空き缶，プラスチックの破
片などでした。中には，海外から流れ
着いたゴミもあり，参加者を驚かせる
場面もありました。

『これは凄い！ウナギの放流！』
　日本一のウナギの生産量を誇る大崎町では，
38年前からウナギの放流を行っている。
　５月15日㈭，菱田川と田原川の両河口にて「ウ
ナギの放流」が行われた。実施したのは大崎町
内水面種苗採補、有明町シラスウナギ種苗採補
の両組合と，鹿児島鰻㈱の三者。
　およそ3,000匹，約１トンものウナギは，波
うちぎわに放流されると大海原へクネクネと泳
いでいった。初めてウナギが海を泳ぐ姿を目の
あたりにして驚いた。そこで初めてウナギが回
遊魚ということも教わった。私にとって衝撃の
一日となったことは言うまでもない。

『新規就農者に就農奨励金を交付』
　５月８日㈭，大崎町役場応接室で新規就農者
を対象とした『就農奨励金ならびに認定証交付
式』が行われました。
　大崎町では，町内の農業を担う有能な人材を
育成・確保するために，新規就農者などの就農
促進や定着化，高度な経営能力と農業技術の習
得を目的とした『大崎町新規就農者支援事業』
を行っています。
　詳しくは，大崎町役場農林振興課へお問い合
わせください。
　【お問い合わせ先】
　　役場農林振興課　営農推進室
　　　　　℡099－476－1111（内線152）
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『日本ハードウェア㈱が寄付』
　４月23日㈬，中段集落にある金型工場の日本
ハードウェア㈱鹿児島工場が，誘致企業として
大崎町に進出してから20周年を迎え，また，第
５工場が完成したことを記念して大崎町に寄付
をしてくださいました。
　鹿児島工場の従業員数は現在60人で，その多
くの人が大崎町に在住していることで，若者定
住の推進にも寄与されています。
　小川益治社長は「大崎町は非常に利便性の良
いところ。それに加え，人情に溢れる町で素晴
らしい人材に巡り会える。これからも努力を惜
しまず，大崎町の発展のために，まい進してい
きたい。」と話されていました。

『アンカツが大崎町にやって来た!』
　あなたは“アンカツ”と聞いて何を思い
つくだろうか?「何それ? 食べ物?」「聞いた
ことない」と言う人が多いだろう。しかし，
競馬ファンがこの名を聞くと，全員が同じ
答えを返すくらい有名だ。
　そう!!“アンカツ”とは，JRA（日本中央
競馬会）所属のトップジョッキー安藤勝己
騎手（写真中央）のあだ名だ。実は安藤騎
手が4月28日から29日にかけて大崎町に来て
いたのだ。それは，ニューウェーブ大崎1周
年記念イベントでのトークショーと，地方
競馬での騎手時代，先輩騎手でお世話になっ
た山下一盛さん（山下牧場）に会うためだった。二人は，地方競馬時代の話に大変盛り上がってい
る様子で，いち競馬ファンとしては，山下さんがうらやましい限りだった。

『梅雨前の安全対策で清掃活動！』
　現在，大崎町で実施されている県営農地侵食
防止事業（シラス対策事業）崎園地区で，㈱コ
バルト技建と㈱大重建設が，梅雨前の安全対策
のためにと，５月17日・21日両日に分かれ，域
内の伐採作業と調整池の清掃活動を行いまし
た。「日頃お世話になっている地域の皆さまへ
の感謝の意を込めて，少しでも手助けになれ
ば。」との思いから始まったようです。
　初夏の陽光の中，参加者は額に汗しながら，
「まもなく迎える梅雨時期も，地域住民の方々
が安心して暮らしていただけたら幸いです。」
と話していました。
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◆
職
種
お
よ
び
人
員

　

消
防
士　

若
干
名

◆
受
験
資
格

①
昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3

　

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校

　

卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人

　
（
平
成
21
年
3
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

③
採
用
後
、
管
内
に
居
住
で
き
る
人

◆
日　

時

　

平
成
20
年
9
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜

◆
場　

所

　

曽
於
市
大
隅
総
合
運
動
公
園
研
修

　

館
（
筆
記
試
験
）
お
よ
び
曽
於
市

　

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
（
体

　

力
測
定
）

◆
試
験
方
法

①
1
次
試
験

　

・
教
養
試
験
・
作
文

　

・
適
性
検
査
・
体
力
測
定

②
2
次
試
験

　

・
面
接
試
験

◆
受
験
手
続
き

①
受
験
申
込
書
の
請
求

　

・
消
防
本
部

　

・
各
消
防
署
お
よ
び
各
分
署

　

・
曽
於
市
役
所

　

・
志
布
志
市
役
所

　

・
大
崎
町
役
場

②
応
募
方
法
（
提
出
書
類
）

　

・
消
防
吏
員
採
用
試
験
申
込
書

　

・
住
民
票　

1
通

　

・
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書

　
　

ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書

　

・
写
真
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
枚

　

・
一
般
身
体
検
査
書　

1
通

　

・
受
験
票
送
付
用
封
筒
（
定
型
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
通

◆
受
付
期
間

　

平
成
20
年
7
月
7
日
㈪

　

〜
平
成
20
年
8
月
14
日
㈭

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
９
‐
８
１
０
３

　

曽
於
市
大
隅
町
中
之
内

　
　
　
　
　
　
　

８
９
７
３
‐
1

　

大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

　

℡
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
５
６
９

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税

局
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試

験
の
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
試
験
の
程
度
】

　

高
校
卒
業
程
度

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　

6
月
24
日
㈫
〜
7
月
1
日
㈫

【
第
1
次
試
験
日
】

　

9
月
7
日
㈰

【
申
し
込
み
用
紙
】

　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税

局
ま
た
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

℡
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　

℡
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

　

大
隅
税
務
署
総
務
課

　

℡
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

　

こ
こ
ろ
で
つ
な
ぐ
〝
あ
ん
し
ん
志

布
志
・
大
崎
〞
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
で
は
、
犯
罪
や
交
通
事
故
災
害
な

ど
の
な
い
『
安
心
・
安
全
な
街
づ
く

り
』
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
推
進
す
る

た
め
の
気
運
を
醸
成
し
、
地
域
の
発

展
・
活
性
化
と
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
に
寄
与
し
よ
う
と
『
あ
ん
し
ん
志

布
志
・
大
崎
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催
し

ま
す
。
様
々
な
催
し
物
を
計
画
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
ご
近
所
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
期　

日
】

　

平
成
20
年
7
月
20
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜

【
場　

所
】

　

大
浜
緑
地
公
園

　
　
　
（
志
布
志
警
察
署
裏
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

志
布
志
警
察
署

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
０
１
１
０

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

情
報
告
知
板

募
集
案
内

平
成
20
年
度
大
隅
曽
於
地
区

消
防
組
合
消
防
吏
員
採
用
試

験
の
案
内

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試

験(

税
務)

の
受
験
者
募
集

心
で
つ
な
ぐ

″
あ
ん
し
ん
志
布
志
・
大
崎
〞

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す

お
知
ら
せ

広告

広告
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お知らせ
　

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
に
『
ハ

ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る
週

間
』
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
、
長

い
間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら
れ

た
元
患
者
で
あ
っ
た
方
々
が
、
平
穏

に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
創

る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
一
人
ひ

と
り
が
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

◆
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る

週
間

　

平
成
20
年
6
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

〜
6
月
28
日
㈯

◆
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
知
識

○
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
る

慢
性
の
細
菌
性
感
染
症
の
一
種
で

す
。

○
感
染
力
は
極
め
て
弱
く
、
発
病
す

る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

○
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
、

短
期
間
で
治
癒
す
る
病
気
で
す
。

○
わ
が
国
に
感
染
源
と
な
る
も
の
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

○
元
患
者
で
あ
っ
た
方
々
の
身
体

の
変
形
は
後
遺
症
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト

状
態
に
あ
り
、
学
業
や
就
労
の
中
断

者
お
よ
び
家
族
の
方
が
対
象
で
す
。

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
の
午
前
中

に
鹿
屋
市
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
リ
ナ

シ
テ
ィ
ー
内
）、
肝
付
町
の
勤
労
青

少
年
会
館
に
て
個
別
相
談（
要
予
約
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
次
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
イ
シ
ョ
ン

　
「
か
ご
し
ま
静
活
館
」

　

℡
０
１
２
０
‐
５
４
‐
１
６
３
５

　

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
を
全
国
に
設
置
し
、
交
通
事
故

で
お
困
り
の
方
々
の
自
賠
責
保
険
や

任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い

て
、
一
切
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
県
内
で
は
、
次
の
相
談
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
相
談
日
】

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
9:

00
〜
12:

00
、
13:

00
〜
17:

00
）

（
祝
日
を
除
く
）

【
弁
護
士
相
談
日
】

　

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

　
（
13:

00
〜
16:

00
）

　
（
予
約
制
・
要
面
接
・
無
料
）

※
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

※
損
害
保
険
一
般
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
児
島
自
動
車
保
険

　
　
　
　
　
　

相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
９
‐
２
５
２
‐
３
４
６
６

　

平
成
20
年
4
月
1
日
よ
り
、
航
行

中
の
小
型
漁
船
（
漁
船
登
録
を
し
て

い
る
船
舶
で
あ
っ
て
、
総
ト
ン
数
20

ト
ン
未
満
の
漁
船
）
に
一
人
で
乗
船

し
て
、
漁
労
に
従
事
す
る
場
合
に
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。違
反
し
た
場
合
は
、

6
か
月
以
内
の
免
許
停
止
等
の
処
分

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
漁
労
の
種
類

に
応
じ
た
適
切
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
選
び
、
安
全
を
確
保
し
自
ら
守

4

4

4

ら
れ
る

4

4

4

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局

　

℡
０
９
９
‐
２
２
２
‐
５
６
６
０

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く

理
解
す
る
週
間

交
通
事
故
に
あ
っ
て
困
っ
た

と
き
、
困
っ
た
人
の
ご
相
談

お
知
ら
せ

若
者
の
進
路
相
談
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

広告

広告
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